
元気で健康なまち・ひとで
あり続けるために

令和3年度まちづくり懇談会
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資料２



人口減少社会において

今後も“担い手不足”が続く中、

どのように私たちの“まち”を

維持してゆくのか？
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私たちの課題



元気で健康なまち・ひとであり続けたい！
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私たちのねがい



１ 住民の生活が便利で楽しい

２ 少ない人手でまちの機能が安全に維持できる
人手をかけるべきところに適切に手がかけられる

３ 多様な主体（人・もの・知識）の連携・交流が
活発になり、新たな価値や生きがいが生まれる

元気で健康なまちとは
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元気で健康なまちとは①

便利で楽しいまち

市民窓口

移動・交通 観光

産業

エネルギー
ゼロカーボン
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元気で健康なまちとは②

少ない人手でも安全に維持できるまち
人手が必要な所に温かい手が差し伸べられるまち

福祉
防災

医療



多様な交流が活発で新たな価値や生きがいが生まれるまち
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元気で健康なまちとは③

教育

若者
ワークラボ

大学・研究部門



茅野市が目指すまちの姿
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住民目線で
暮らしやすいまち

“暮らしやすいまち”の実現のためにＤＸを推進します

SF映画のようなまち



「ゆい」の伝統を、先端技術を活用した「未来型ゆい」へ
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これまでの「ゆい」とは：
血縁や地縁を基にした、主に労働力を中心とした相互扶助（近所づきあい）
参画するヒト）血縁的・地縁的つながり
提供するモノ）主に労働力（田植えや稲刈り、普請、地区の役 等）
得られる効果）農の営み・社会基盤・地域制度等の維持

「未来型ゆい」とは：
先端技術を活用した助け合いによる、誰もが参加できる新たな相互扶助

参画するヒト）助けが必要な人、手伝いたい人は誰でも

提供するモノ）労働力の他、技術や知恵、アイディアや創造力

得られる効果）これまでの「ゆい」の効果に加え、

生産性の向上、コスト削減、交流拡大による新しい価値の創造



「未来型ゆい」で実現
たくましくやさしい茅野市

これからのまちづくりで茅野市が目指すイメージ
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移動

教育

市民窓口

福祉

医療 防災



茅野市のＤＸの進め方のイメージ
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ご清聴ありがとうございました
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